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塊代反「1をの母音体 糸に関する一所先
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日次

0。は じめに

1 .単母者 [ 1 ] , E e ] , [ a ] , [ 9 ] , [ o ] , [ u ]

2 .童母音 [ u i ] , [ u e ] , [ a i ] , [ a u ]・[ i a ] , [ u a ] , [ i u ] , [ i o ] , [ i a u ] , [ u a i ]

3.弁 母 音 EI],[● ],[a],こぅ],[じI],[aI],[at],[la],[3a],[IB],[Ia3],[8aI]

4.母音と未子子([i],[u])([e],[a],[o],[o])([h],En],[コ],[p],[t],[k],[?])

5.おわりに

[付表1]反Pl袴母音分布表

[代表I]尻「1孝口努・夫口拷体系表

[代表正]反'1客声鋼表

・主要参考え献・

経常塔,1956,『友「電子系』〈科学出版社)

と同わ,1957,『反rlォ吉的寺顎』(ヤ共研鬼院歴史所え所隼刊29)

☆家お幸,1960,『濃努方吉梅晏』(夫字次キ虫族社)

唐伯薫,1981,『塊代湊努方吉』(湖北人氏出版社)

周長海,1995,『友rl方吉幻共』(江孫教育虫族社)

0.は じめに

塊代友'1をの母書体系については,本稿では,経常を1956(以下は経体糸と言う)をヤヽに,輩

同～1957,麦家幕1960,たね態1981,月長将1995(以下はそれぞれ書体糸,左体糸,た体糸,月体糸

と言う)などの先行所完をお、まえながらえていくことにする。

まず,経体系を下記に奉げる。
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現代匠門語の母音体系に関する一研究

a.岱 協

a      0     0      e      al      au

i   iu    ■ a           ■ O                    iau

u   tl    ua                  ue     ual

b .半キ拍

a (10)o            l ホ     aF      a3

1   13   1a                               γ a3

31    Ba                         taI

c .陽均

alE          an            a13     9113

inl   ialll   in    ian    iも。    iaOキ    i90

un    uan           ua13ホ

ap          at            ak     91k

ip   iap   it    iet    iも k    iakネ    19k

ut    uat

d.客他的

血         コ

本は常用 しない報母である。 (注 :原夫の努例 をな略 した)

上記の経体系の友F母客の母音体系表では,「俸拘」(口母音)は単母音が6個,童母子が10個,「半

弁協」(鼻母音)は12個,「陽由」〈母音と子締未子音の紅み合わせ)は27個,「準化均」(非音が寄節二

舌)は2個,合計574日である①。

これに対 して,岳体糸以後の先行所完では,士体系,差体系,居体系,月体系を見ると,反'1告の

母音体糸の記述についてはそれぞれ下記のような相主点が見られる。

1)単母者  本 体糸とも6個:

[i] [e] [a] [9] [o] [u]

2 )童母 音  み 体 系 と も1 0個 :

[ui] [ue] [ia] [ai] [au] [ua] [lo] [iu] [iau] [uai]

3)弁母音  羅 体 糸,左体 孫,倉体 ネ,月体 系とも12個 :

[I] [|] [a] [5] [81] [Ia] [ua] [aI] [at] [IB] [Iatl] [BaI]

書体 系は7値:

[I] [e] [a] [Ia] [ta] [Itl] [aaI]

4 )母音キn   み 体 系とも3個:
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[in] [aal] [ian]

5 )母音十n   を 体 系とも5値:

[in] [an] [un] [ian]  [uan]

6)母音413  経 体孫,☆体 法は6個:

[i33] [aコ] [913] [ia13] [i38] [uall]

ただし,轟体 孫の[u a o ]のお例である「構 [k u aコ]」は現在では[k u a n ]と沈とのが一般的である。

音体系,た体系,月体孫は5個:

[ill] [aS]  [3。] [ia。] [io■]

7 )母子+ p   本 体 系とも3個:

[ip] [ap]  [iap]

8 )母子+ t   み 体 系 とも5個:

[it] [at] [ut] [iat] [uat]

ただ し,経体 ネでは[ia t ]を[i 3 t ] ,士体 系では[ie t ]と表記 している。

9)母幸キk  各 体 孫 とも5個 :

[ik] [ak] [3k] [iak] [19k]

ただ し,[iok]を経体 糸では[iもk]と表記 している。

10)母告ヤ    経 体 森,表体 糸 とも記述 な し。

ま体 系は10個:

[i?] [e?] [a?] [o?] [u?] [ui?] [ue?] [ia?] [ua?] [lo?]

た体孫は134g:

[i?] [e?] [a?] [o?] [u?] [ue?] [ia?] [ua?] [io?]

[ui?] [au?] [it?] [iau?]

月体 系は1 5個:

[i?] [e?] [a?] [o?] [u?] [ue?] [ia?] [ua?] [io?]

[ui?] [au?] [iu?] [iau?]

[9?] [uai?]

11)弁母子ヤ   羅 体 孫,士体 系,走体 系とも記述 な し。

た体系は8個:

[I?] [|?] [a?] [5?] [Fa?] [at?] [3a?] [Tat9]

月体孫は1 1個:

[I?] [|?] [a?] [ぅ?] [Ia?] [at12]       [iag?]

[86?] [uaT?] [叩?] [お?]

- 9 1 -



現代匠門語の母音体系に関する一研究

12)子締主子  み 体糸とも2個 :

[印]  [お]

従 って,上えのとおり,反門挙の母音体糸については経体糸の記述では57個,堂体孫では62個,

主体 系では経体 糸と同 じ57個,た体系では77個,月体 糸では長 も夕 く,計82値である。経体 系や輩

体 系と差体 糸が力ないのは,い ずれ も母子と音押未子子の声Pl閉鎖子の[?]との祖あわせ(唐体

糸は谷オ184日,周体 系はな針26個)を体 系表に入れていないことがわかる。

しか し,上記のえ4子所えではいずれ も次のような間庭点がある。

1)反PR拷の母音体 糸はP4子 の体系とこれに対八する弁母子の体系がなりたっているが,こ

れは反 Flをの母音体 糸の結欲 であり,他の間南方吉にはえられない待欲である。これについての

体 系的 な所えは先行所えではまだ不十分である。

2)居体系と月体 系では,範口努の,骸シする漠年のない告声がい くつかある。これについての

分析が不十分である。

3)経体 系,士体 糸,☆体 糸と倉体系,月 体 系に見られる数の差は主に母音+?の場合 と弁母音ヤ

の場合に塊れるが,こ のネ子音[?]は反rl告の特徴 であり,他の間白方吉に例 を見ないほど体 孫

がを えている。この声rl rt3鎖の未子子の[?]についての基理はまだ不十分である。

上記の間題点を念頭におきながら,え 行所えの茂呆 をお、まえて下記のように反Flをの母書体

系を示 してお く。なお,使主のため,基本母音の順春と才締主母音に使 って作表 し,[ ]を若略 し

た。

反 rl告母音体系表

口母音の体系(57個)            鼻 母子の体糸(25佃)

i  im  in  ill  ip  it  ik  i?               I                I?

ui                      ti?              BI

e                          e?                 0                  1?

ue                         te?                                   Bё ?

a  am  an  a13  ap  at  ak  a?                 a                  a?

ai                                        aI

at                         au?                aS                 aこ ?

ia ialll ian ia幻 iap iat iak ia?                Ta                  la?

ua     uan         uat     ua?                ua

iau                        iau?               IaB                 Fa3?

uai                          uai?                3a1                  3aI?

0        013          0k  9?                0                  う ?
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(注:口,印? ,も, wは 音締主子として奉げた。)

ところで,塊代反「1努には,実際のを し吉者のヤではさらにいわゆる「白義」と「夫義」の体糸が

存在 していることは先行所えにも指摘 されてきた②。「白義」とは,反「1告をオが日常生活に審重

に使われているを し吉苦であるが,「白義」とは現在では北京拷の発手に必せたような容子でき

さ吉者や抗き,閉売,ニュースの友基,スピーチなどの,夫幸のようなものをEPにとすときの苦 し

吉着であり,南オははっきりと使い分けられている。本稿では「白義」を「口孝Jとすぃ,「夫競」を

「夫口拷」とすうことにする③。

勿森,「口客」と「夫口努」の使い分けができる反rl拷苦方は教育を実けた方である。次代の教育

を史けた反,1拷を考は勿会北志お もわかるので,相 手が主えば,同じ反Plをでをすときでも,北

志拷にといような発子で缶すいわゅる伝範的な「宮孝習慣」は,方 吉の夕いヤロではの現象であ

る。争オ白身は永ガ1方吉苦考であり,同じ永州方吉でも,郊 外の皮氏とのを し方と島状の同窓生

とのを し方はヽ得ている。らなみに,永州人にとっての「官苦」は北志孝ではなく,湖輸若倉都の

「長沙著」である。長沙批 りで永州方吉ををすと,なんか格好いいみたいである。それに,ヤ国の次

二席毛浮泉は長沙孫の力澤善で一生を通 し,ま た一時に「方吉で教育せよ」との「長島指示」もな

したく`らいである。したがって,ヤ国では現在でも,,ヒ志以外の都会では,テレビなどでは″吉荻

送の春紅は勿鈴,上海,療ガ1,反riなどの都会のように,北志孝のニュース放送後は兆ず方吉で再

次基することになっている。日本のNH【のBSの本たみロニュースの本紅でも,すでに数年前から

北志のヤ共荻室の無邑を次去した後,療ガ1の療泉孝友室の録働も荻茎するようになっている。そ

して,反Fl落の「口拷」と「夫口告」の体糸は,ある意味では印ホ落の剖沈みと幸沈みに必ているよ

うなものである。

反「1客の「口拷」と「夫口孝」については先行所えではほとんど口孝 と夫口孝の対尽 を記述 した

のみであり,夫 口孝生成の主な原因である「官苦」(現在では北志孝のことである)とのた技 と対

点についての分析はまだ不十分である。先行所完のえ未 をお、まえて,塊代尻 ,1をの口告 ・夫口拷

の対尽 と体 系を付表口「現代反「1拷口努・夫口努体 糸表」によとめることができる。そしてそれぞ

れ以下のみ項 目で母音の体 系と一劣に述べてい くことにする。
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現代慶門語の母音体系に関する一研究

1.単母音 [i],[e],[a],[9],[o],[u]

反 '1拷の口母者は574Bの内,単母子が6個である。経体糸では,友'1告の単母子は「大体[a],[9],

[o],[e],[i][u]の6イ回の音者 (phonene)にまとめることができる。 しか し,精密な分析では,それ

ぞれの子者のヤでは主子(principal tte■ber)以外にさらに夕 くの言J子(subsidiary nembers)が

あり,単純 な音値がそれぞれ一個のみではない」と指摘 されている④が,そ の他の先行所究をん

て も,み体 糸とも6イロである。

以下は経体 糸の記述 をヤミに反「1語の半母手をえてい く。

[i] [I]は 子みの前を決母音である。IPAの[i]riど次 くなく,やや後寄 りである。

[i]については経抗では下記のように托述 されている。

[i]には41日の子値がある。半独か鼻母音の[la],EIこ],[BI],[aI],[磁I]の

ヤではN01の基本母音[i]に相シする。EI]では基本母寺[i]よりやや後寄り

である。その他の1-類または―i類のヤと[in],[ip]では,[tl],[tず],[s]の

後の[i]以外に体然として[主]である。その他は挨やかな[I]である。そして

[in]と[it]ではやや広 くユつ後やかになる傾向がある⑤。

争若の樋察では羅体系の記述とはやや主う。[土]が主子である場合は,t位 はIPAの[i]ほどの

次い音ではなく,年ろやや広い[i]である。例えば,「伊[il](依)」,「移勤[1 2S tЭコ6](移動)」などの

[i]はそうであるし,口をの形も基本母音の[i]tiどとを上下に開かれていない⑥。そして,非母

子の[Ia],こIB],[81],EaI],[uaI]のヤの[I]は前後の母昔の彩響できはが柔に広 くなったり,後

寄 りになったりするため,基本母者[i]に和シするとは考えにくい。としろ,鼻 母音の[1]が半独

で吉締主子をなすときには基本母音[i]よりはやや後寄りではあるが,基 本母子[i]に一本近い

子である。例えば,「す珍[kan6S t11]はネ しい)」,「囲作[1 2S a3](回子)」などの[I]がそうである。

輩体系では次のように竜延されている。

iは音声学のいわゆる『基本母子』の尺友で見ると,こ このiはどれもね身広い手

であり,鼻孝化の場合は特にそうである。また。人によって程友の差はあるが,1■(k)

の場合ではこと幸締未子子の間に常に[e]が商こえる。しかし,1983(k)と主●(k)の対立

もなければ,他の環売にこの[3]がれ察されないので,[o]の表記とするた妥がない⑦。

定体糸では羅体糸とはほぼ仏ているが,[iコ]と[ik]の[iコこついては,

[i]はさらに広 くなり,そして童母音化のほ白が見られるため,み抗の表屯が

iもOiもk,181kスいはeコekのように一致 しないわけである。………縮寄な表

屯ならば…・[ie]…。として表托できる。

と亀されている③。
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しか し,竜体 森や麦体 系の[3]はあ くまでもわたり子的なものにすぎず,そして麦体系の[i]の

果すとしての[ie]の屯述は的々 ではない。

店体 系では[i]について次のように記述 している。

1の子値は一般に基本母音iよ り後やかであり,精密な表缶は[1]であるべ き

であるが,鼻者化の場合のみ基本率子[i]にと くなる。例 えば,「年」[pi]と「豊」

[pI],「托」[ki]と「見」[kI]とでは,莉オのを住は明 らかに後若より広い③。

た体糸の記述は反Fl等の[i]の実態になっていると言えよう。

反Pl孝の[i]はIPAの[i]よりは3の 住量はやや広 く,後守りであるが,日本をの「イ」の母子[I]

よりはを住がやや次 く,前年りであり,口るの形 も日本拷の[i]よりは的口角にひかれている。し

かし,北志をの[i]ほどの子摩ではない。例えば,北京客の「意義[i4ェ4]」,「建人梯[pi4xu03t`il]」

などの[i]は,フランス努の[si]やドイツ者の[biin3]の[二]と同じくヾらいIPAの[i]にとい子であ

る①。

[1]が子子の口蓋化の長も登要な要求である。口差化者の場合,ttは実口主へ持ち上げられる

ため,[i]はやや後寄りとなるが,広母音の[a]に先行されると,[i]のを住は兵に後ろにずれ,ヤ

をのEi]にとい者になる。[i]の後に失口差の[コ]などが未る場合も,こ主]のを住が後ろにずれ,[i]

と[e]と[と]の二角形のヤFgRにある[1]にとい子になる。ただし,便宜のため,本格では反rl努のI

をすべて[i]と表屯する。

一方,北志拷の「キ[s■4](寺)」や「字[ts■4](宇)」,「癖J[ts`■4](刺)」などのように,ヤを母音[a]

が存在するが,日 本孝にも「酢[s由]Jや「洋[tsi]」,「伊豆[iz前]」などのようにヤを母音m]が存在

する。[■]とここ]は慕光'P祭ではキ常に仏ている者である。このようなヤをの手者[■]とm]は反「1

拷には存在 しない。

反「1おの[I]のを711を次に本げる。

捧例  伊 [il] (彼) イ因      [inl] (彼ら)

( ロホ)

(暑い日)

虐埃   [i■ lS iat] (埃) 虫去   [ t s ` t t  7 S  k ` i 5 ]  (出て行 く)

なお,反'1努の口者と夫口拷との対尽は,他 のヤ固孝の方吉も同じであるが,口努の体糸はい

つも一定 しており,変化はあっても使かである。しかし,夫口努の体糸は常に「官者」に「主勤」さ

れるので,「官苦」が変われば,夫E7努の対尽 も非常に主 (交わる。そうでなければ「宮孝」に対点

する夫口拷の存在する志ネがなくなる。例えば,を若の台湾お友送のテレビ春極では,人名や台

湾孝にない固有名旬などは今湾の北京孝(台湾では日孝と言う)で吉うのを●北空港で初めて輌

いたときは,さ すがに苦いたことがある。しかし,考えてみなとわかるが,現代ではオ吉よりも

移動   [ 1  2 S  t 9■6 ]  (移 動)   日 本   [卜 i p t t  p e n 3 ]

点満   [ t i a n 3 S  t i ? 7 ] (夕し)   熱 天   [ r u a酎 ↓
` 1 1 ]

―- 95 -



現代匠門語の母音体系に関する一研究

共通努のほ うは進かに新 しい情報の名とが基いので,台湾おのように,新 しい吉寮での方吉の対

点が間に合わなければ,「宮者」でも「国拷」でも「共通告」でも,オ吉 と穴じってを される傾向はま

す ます夕 く几 られるであろう。

一方,「標準孝」としての北志孝の普及はすでに新ヤ国の前から始 まり,新 ヤロの柔生によっ

て大いに進められてきたため,反rl拷の大口努の体系をえても,ほとんど現代北志拷に対八 して

いることがわかる。以下は反rl孝の口努 を基準に,音伸主子としての[i]の口お・夫E7落の対点関

係 を示 してお く。

拷例     口 努     え 口落     北 志努

地      [te6]   [ti6]    [ti4]

輸      [6in6]    [6ian6]    [mian4]

軽            [k`int]      [k`illt]        [ri131]

8R           [す i。3]       [gan3]         [ian3]

痛      [kiコ 1]   [kiani]    [静 ianl]

[e] [e]は 千るの前を半次母者である。IPAの[e]よりやや広 く,夜寄 りである。

[e]について羅体糸では下記のように記述 されている。

こe]はNO.2の基本母子[e]にね シする。八声者の[iet]は対Aす る[ian]ようも

かなり次 くなり,NO,3の基本母音ようもやや狭 く,やや夜寺 うに聞 こえる。…・

しか し,そのまま[e]で表宅すると,実際の子声 とは掛け韓れすぎる。ただ,[8]

は[iet]以タトでは紀案 されないので,表先 としては[8]を林留 しているが,[e]の

具子 とするだけであり,独立の音者 としてはたてない①。

輩体 糸では次のように記述 されている。

eは反「1拷のヤでは,前を母音ではいわゆる半次 と半広の区房Jが ない。このeは

岱孝韻 と八卒韻のヤでは常に■次 と半広のヤrtRに住正 し,陽券張のヤでは「キ広」

である。'P刺の使のため,こe]を使わないが,ien(t)は[ian(t)]として もよい⑫。

表体糸では「[e]がNO.2の基本母音に同 じ」としているが,倉体 系では「eのを住は基本母音[e]

よう広 く,[E]にとい」としている。

上記のように先行所えの記述は一致 していないが,幸力の統泰はま体 系にとい。すなわら,反

Fl客の[e]は基本母音のNO.2とNO.3のほぼヤ畑,士体 系の半決 と半広のヤ間に住玉する。これは,

友 Fl落の[e]と日本拷の工女子の[e]とは非常に仏ていることからえてもわかる。711えば,日本努

の「jll年[reinen]」,「提出[teittts前]Jの[e]は反Pl努の「例年Ere16S,12]J,「提出[t`e2S ts`ut7]」

の[e]とは燕光F口衆では非常に必ている。ただ し,日本告の工[e]よりは桂かながら口らがやや南
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口角にひかれている点では主 う。北志客の単独に幸節をなすeがを住が さらに後寄 りの[γ]であ

るが,「衛生[vei4se131](竹生)」,「思情[enl浮的 2]」などのように,責母音や[en]のヤの[e]は,及

Pl拷の[e]に仏ている手である。

反'1告の[e ]の語例を下北に奉げる。

告71 1   我的  [ g u a 3 e ]  (私 の)

一方,広 義の反'1拷のeは[e ]ではなく,北京袴の[Y ]であ

外や同安地方のeは[Y ]である⑬。

反Fヨ方吉内部の差果

会努的  [ e 6 Sだ i幻6 e ] (若れる)

無券   [ 6 o 2 S韓 5 ] (能 無 し)

爺本   [卜 i k  t t  t e 2 ] (探本)

市緒区

え  pr e

飛    pe

方に    be

力ヽ    be

郭    ke?

月    ge?

す  se?

拷例

把

え

党

衆

飛

地

口落    夫 口拷

[pr e2ue 2]  (学靴)

[6e都196]  (道 路)

[kla2S ke 5]    (通りかかる)

[ru3S k`e?7] (旅な)

る。下記に写1用するように,反「1の郊

同安

p`Y

pY

bY

bY

kY?

gY?

sY?

北 京孝

[pa3]

[ p r i 2 ]

[hu。4]

[tai4]

[feil]

[ t i 4 ]

え幾

烏路

行重

ネ客

竜郊

p`Y

pγ

bY

bY

kY?

gY?

sY?

なお,反rl拷の[e]の口努 と夫口拷の対点 を下記 に示す。

[pe3]

[ p ` e 2 ]

[he5]

[te6]

[pel]

[te6]

[pa3]

[ p r i 2 ]

[h。5]

[tai 6]

[ゆuil]

[ t i 6 ]

Ea] [a]は キ子をの前を広母子である。IPAの[a]よりやや夜寄 りである。

[a]について羅体 系では次のように記 されている。

[a]には3つの子位がある。単独の場合にえいは[ai],[uai],[au],[iau],

[a],[aI],[3aI],[an],[ian]のヤではを住はNO.4の基本母孝[a]ょりやや
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後寄りであり,[ia],[Ia],[3a],Eat],[Ia3],Euan],[a。],[iaボ,[at],[ak]

のヤではほぼヤ性の[A]告にとい。[ua],[ua133,[uat],[an],Eian],[ap],

[iap]のヤでは,ヤ性の[A]とNO.5の基本母幸[c]と のヤrgRになる⑭。

これに対してと体糸や☆体系もほぼ同じ記述である。一方,倉体系は下記のように托されてい

る。

aの子値は一故は[A ]にといが,―n ` - 8 ,―t ,―kなどの未子子の彩響で前後

ずれることがある。を考のヤでは,i a n ,とi a↓のキのaは明らかにを住が高

くなり,3か0にな ,々ien(len)かiet(iet)のように,Jヒ志客にと付く傾白

である⑤。

上記のように,尻'1努の[a]は基本母子第4春の[a]よりをの住量はやや後ろ寄りであるが,日

本拷の「あ」の母音[a]よりややを住が前年りであり,基 本母音第4ホの[a]と日本努の[a]のほぼ

ヤFERに住王する母音である。rrの輔きが北志拷の[a]ほど広 くもなく,をの住ユもやや前寄りで

ある。[a]の前後に岳J子[i][u]が未るときに,剖子のを住に影響されて[a]のを住はやや前後にず

れる。[a]の前に前子の次母子[i]が未ると,[a]はやや前を寄りの半広母子にとい者になり,其

をの次母孝[u]が未ると,[a]はややヤt寄 りの半広母子にとい者になる。[a]の前後に[i]と[u]

に次まれるときには特にをの位置はずれないが,[a]の後ろに鼻者の[n]とm]が 未るときにをの

住重がやや大きくずれる。例えば,[ian]の場合は前をの[n]の彩響で[aBlよ口の開きがそれほど

子をにはならないが,その住重がやや前にずれて,基本母音第3春の[ε]にとい子であり,[ia13]

の場合は,実をの[■]の影響で[a]はそのは重が後ろにずれて,基本母音第5春の[g]にとい子にな

る。[ian]は[ien],[ia■]は[iα9]のように記述できるが,このような索境における母音の変化は

たいていの吉語においてもたこり行る塊祭である。本稿では,[ian],[i如],Ed13]のように表記す

る。

反 F l告の[ a ]の努F l lを以下に示す。

例  工 字  [ a t t  k u n l ]  (第 2住)   村 竹   [ k a n l S  a 3 ] (蟹村)

阿弟  [ a t S  t i 6 ]   (弟 )

紅恭  [的 2 S  t e 2 ]  (缶本)

国家  [ kθk ' S  k a l ]  (国家)

嗜頭行  [a■ lS tr au2S a3] (夕方)

押定   [ a ? 8 1 i 6 ]

安静   [ a n l S  t t i母6 ]

(それとも)

(静か)

一方,日本孝の「ア,力,サ,夕,ナ,ハ,マ,ラ」の母号[a]は,反Fヨ客の[a]よりやや夜ろ寄 りであ

る'S,この[a]は前後に次い母音に扶 まれると,tの 住重が前後にずれる。例 えば,「ヤ」は一般に

[ja]と表宅するが,この[ja]の[a]は尻Fl努の[a]とはほぼ同 じ寄である。

なお,反「1袴の[a]の口落 と夫口拷の対点 を下記に示す。
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語例

化

ロ

泉

カ

沙

攻

口 告

[pa3]

[tざanを]

[ta131]

[dat8]

[suat]

[pr ua5]

夫 EPお

[pau3]

[t`ian2]

[t3■1]

[卜ik8]

[sal]

[p`。
5]

北 京拷

[pau3]

[t`ian2]

[t91tl i]

[ l i 4 ]

[sal]

[ p r。4 ]

[ 0 ]  [Э]はやや円をの典を半広母音である。IP Aの[ 9 ]とほぼ同 じ子である。

[9 ]について羅体孫では次のように記述 されている。

[9 ]には2個の者値がある。単独の場合 と[9 1コ]のヤでは,衣口主が

増頭 (P h a r y n x )を圧とするため,N 0 4 6の基本母幸[3 ]ようも夜寄 りに

輌 こえるが,母音因ではその住重がない。こう], [ 1 9コ] , [Э判] , [ iЭk ]の

ヤでは,ほぼNO.6の基本母子と同じである①。

これに対 して,輩 体糸は「9は真を岳の,半広,円をの音であるが,後免するものがない場合とk

が後盆する場合は基本母子のoにやや仏ているが,コが後盗する場合はやや次 くなる」④とし,倉

体糸では「3の本音はややヤ共寄うであり,0は それほどまるくない」① と指摘されているが,幸

若のれ率では,及rl努の[o]は,日本拷の[o]よりは関いているが,口をのラはロホ拷の[o]よりも

やはりまるい。[o]のような母子は日本努には見られないが,北 志客には,例 えば,「工作[k9■1

tsu。4」(仕事)」,「天空[↓
`ianlk`991](空

)」,「紅色[x98 2sY4](赤色)」などにえられる[9]は反「1

拷の[3]にとい子である。

友Fl孝の[9]の努例を下記に示す。

鉢例  台 者   [pe?酎 196] (台 持)   補 物

称守   [ガ i。'S h91](称す)   参 務

所在   [s91S tsai6](所 在)    女 宮

伸ね   [put tt ts9 3](仏祖)    裟 士

なお,友門拷の[9]のEr孝と夫EP客の対八 を下記に示す。

努 例 0 客 夫口努

及      [p91]   [oul]

[ p o l S  m I ? 7 ]  (法春岳)

[t`96S Oun 5]   (挨)

[k3困k19■1] (改 字)

[h96S su6]  (若幾軒 ,士)

利      [p9k7]

的       [h96]

芋      [θ 6 ]

[pak7]

[ u 6 ]

[ u 6 ]
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[o] [o]は 日るの奥を半次母音である。IPAの[o]よ りはやや歳寄 りである。

[o]については経体系では下れのように記述 している。

[o]はNO.7の基本母告[o]よりはやや前であり,円をの程炭 もやや浅 る。

単オまの場合は[lo」の場合よりはさらに前である①。

これに対して,ま体系や麦体糸もほぼ同じ缶:とであるが,店体糸は下記のように記されてい

る。

oのな者は北志拷のoようやや円をであり,を住 も高い。年配の方の容

者はわ りとまるいが,をオ と子供はすでに次第に[Y ]へと変化 しつつ

ある。反「1のYは容子する際,E lみの形が交わらず,たのままを体つが,

北京孝のYの容告のように的奉が明らかに口角に関かれない。oがYへ と

交化するため,i o , o ? , l o ?もi Y , Y ? , i Y ?へと変化する傾向がある①。

争右のれ泰では,確かに反'1孝の「イ能[k ` o 3 S卜iコ2 ]」を北京拷の「可能[k ` Y 3 n eコ2 ]」のように容

子する考オはいるが,しかし,梅僅かであり,まだ店体糸の吉うほどの傾向が見られない④。

反Plをの[o]はロホ客のオ次の母音[o]よりはややを生が高く,口をの形 もややえい。[o]は千

るの次母子[I]に先行される場合,を住が前にずれて,口らの形状 も円るからやや転やかになる

が,基本的には円をであり,井日みの半次英を母子の[Y]にはならない。これはロホ拷のオ次の本

子を学習するときにもわかるが,北京孝者方が日本拷のオ孜の子子[o]を常に[ou]か[Y]のよう

に容子されるが,及Pl拷告若には日本袴の[o]を[9]のように容者することは純察されることが

あるが,[Y]のようにな子するP4R定いはほとんど鬼られないのも証拠の一つである②。

反rl拷の[o]の拷例を下記に示す。

孝例  技 安 [pr。困ゅui 5]O来就する)を 彩票  [tian6S Ia3S p`105]は,のチケット)

夕謝  [tolS●ia6] (感 謝する)キ 稿   [tざ o3Sk。3]  (卒 棒め

好勢  [h。3S se 5] (必谷 ぅ)倒 去  [to tt k`i5]  (入 る)

なお,反rl落の[o]の口拷と夫口告の対人を以下に示す。

努711    ,努     夫 口孝    北 京務

無      [6o2]    [6u2]    [u2]

学      [o?8]    [hak8]    [lye2]

潟そ          [pi。3]       [piau3]       [piat3]

域と          [いlo?8]      [卜主ok8]       [lye4]

[u] [u]は 円摩の典を決母音である。IPAの[u]よりはやや前年りである。

[u]について羅体系は下托のように托述されている。
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[u]には4個の書位がある。単独の場合と[iu],[Iじ],[aB],[la8]のヤに

ある場合はNO.8の基本書者[u]と仏ているが,口暮がやや閉いている。そ

の他のu―叛えいは一u類の韻母のヤでは強い[じ]であり,[ue][uai]のヤ

ではNO.7の基本母寺[o]に近付 く傾白がある。[un][ut]のヤでは普通の

[じ]よ りはやや前であるが,其を母音[じ3からを先告[n]か[t]へわたる

際に,ヤr4Rに[3]のようなわたり子(glide)が存在するようである。この4

権叛の音値とも共客の子をのような0を の形に仏ており,え全な円をで

はないの。

しかし,反'1多の[u]の口岳の影については,筆方の純客ではやはり円をの[u]である。これは,

友Fl拷を考が日本孝のウ次子を習行する際に,Etu]の本子ができず,北志を孝若と同 じように,円

るの[u]で代周する宙主いが純泰されることからえてもわかる。例えば,日本者の「すく`Esagu]」

を[sugu],「売考[dokuea]」を[dokula]のように発苦したりする。そして,[u]は反「1方吉の内部で

も差兵の大きい音であり,広義の友'1をのヤには,反 rl■郊で[u]と容子するのと同安県の場合

は,[田]と容者する。例えば,「を[tu]Jを[t出],「去[k`u]」を[k`出]のように本子するの。

使って,反西静の[u]は基本母子の[u]ほどの円をではないが,北京者の[ualこは仏てぉり,そし

て日本孝のウ孜子のような子をのこu]になるほ白はえられない。

反'1拷の[u]の客例を広下に示す。

孝711 技士  [h96S su6]  (右 幾持,■) 濃 水  [kun3S tsti3] (ぉ坊)

爾阜  [k`ui lS″ial](卒 を重転する)考 "傑着 [k`Ba酎6ue6S ti。?8](見ぇない)

黒半句鉢 [6o2S p8a tt kutt ue6](_吉もなく) 水   [sui3]    (さ れい)

午幼粉 [gu2S,1lSOun3」(粉ミルク)  谷 告  [1lok益すu3] 俗 拷)

大学  [tua 6S。?8] (大 学)    法 船  [ro?番 tsun2] (下 船)

有身 [u6S Oinl]  (妊 振)   炊 人  [tsue 51g13]  (4く
・
)

なお,友Pl告の[u]の口拷と夫口客の対八を下記に示す。

善例   口 袴    夫 口孝     北 志袴

口    [ku6]    [kiu6]     [静 it4]

樹    [riu6]  [su6]     [su4]

久    [ku3]   [kiu 3]     [枠 iu3]

有    [u6]     [iu3]      [iu3]

2.童母子 [ai]・[au],[ia],[ua],[iu],[ui],[io],[ue],[iau],[uai]

反rl客の口母子の体糸には,童母音が10個視察 される。この10個の支母音の紅み合わせ をえる
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と,まず,舌締言J子として[i]と[u]があり,幸 待主者としては[i][e][a][0][u]の5個である。す

なわら,単母告の[Э]が童母音には塊れないのである。そして,頭子者との組み合わせを見ると,

まず,鼻子音のEn][n]E13]との祖み合わせがないのは童母音の共重点である。そして,[ia],Eiu],

[lo],[iau]は岳J告[i]によって頭子子が口主化するため,口速化子子との極み合わせが特徴であ

る。一方,[ua],[ui],[ue],[uai]は言J告[u]によって頭子幸[h]がを音化するため,的を摩擦子の

EO]との紅み合わせが特徴である。

言t音[i]と[u]の音声については先行所えでは次のような記述がえられる。

まず,羅体系ではスのように托されている。

反Pl者の張頭は子をのI―類と口をのぃ類 しかない。そして「古長」も北志客の

ように短 くなく,子音の[j],[w]に変化する傾向がえられない。したがって,[ia],

[io],[iu],[ua],[ue],[ui]は前部が短 く,後部が長いま母音でもなければ,前部

が長 く,夜部が短い[ai][at]とも異なり,前後の母者が同じ長さなのである①。

したがって,二支母音が同じ長さで容子される点では,反「1者の二ま母音は北京拷のと主い,

むしろ日本をの二童母音に必ている。例えば,北京告者若のように,日本孝の「上[ue]」をEve]の

ようにな音することは友「1孝者若にはれ案されない。ただし,言J苦[i][u]が後部にあるときは友

'1告も北志孝 も短いので,日本拷の「はい」[hai]を,北 京袴告若 も反「1孝話若 も[haI]のように

発音され,二告伸の「はい」を一子締のように碁子されてしまうことなどがれ幕される。と体糸で

は次のように托述 されている。

(前部到子の)iは人体二母子のiと同じが,主母音oが後盗すると口をのラは

ややまるくなる。

(前部岳t子の)uは大体主母音のこと同じが,どんな頭子子に先行 されてもを

住がヤ共よりにならない。

(後tF言J子の)iは主母キiと副告土ようもやや広い。

(後部言J子の)uは主母幸uと岳t ttuようもやや広いが,au,ユauのヤでは,さらに

ない声報がかかると一層短 く,弱くなる〇。

すなわら,反 「1努の言J音[i][u]のイ奉大きな特欲は,わた,告 であうながら,発子時間が主母

音とほぼ同じ長さであり,い わゆるキ母音[j][7]のように子子的な妥求は見られないところで

ある。反P司努の口母書体系の支母音の努例を下記に示す。

[ai]  愛

[au] 後

[ia] 野

[ua]  邑

日石  [6ak8S 6ai2]

声頭  [h96S tr au2]

上手 [枠 IB6S rial]

大学 [tua 6S。?8]
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[iu]   ,占

[ui] 住

[io] 接

[ue] お

[iau] 妥

[uai] 至

愛知学院大学 教 養部紀要 第 44巻第1号

安手  [k`aniS rit3]

お卜,A   [paias tti6]

永布  [ぃi。6S s。5]

挑高  [t`iautt kol]

快イ牛   [k`uaitt kla6]

炊船了 [tsue尉6ue6Sぃiau3](ぇ 嵐できない)

(妻)

(/11を主ぶ)

(おむつ)

(たり岳挑び)

(主主)

なお,及rl拷の童母者に見られる口努 と夫口孝の対尽 を下記のように示す。

童母音

[ai]

[au]

[ i a ]

[ua]

[ i t ]

[ u i ]

[ l o ]

[ue]

[iau]

[uai]

北志善

[sll]

[tau4]

[浮i3]

[●i3]

[su4]

[ r i 4 ]

[piau3]

[alai 3]

[tiau4]

[kuai4]

務例     口 孝     夫 孝

軒     [sail]   [sut]

多t          [kau5]       [t。58

岳奇           [k`ia2]      [k`i2]

従           [sta3]       [。 13]

村     [riu6]  [su6]

専篭           [k`uil]       [k`i5]

表     [pl。 3]   [piau3]

貫      [6ue3]    [血 証3]

釣     [ti。 5] ←  [tiat 5]

怪     [kue 5] ←  [kuai 5]

ただ し,上托 「←」の場合のように,[iau]とEuai]は,客 にはえられず,対八する口拷はそれぞ

れ[io],[ue]である。

3.鼻母音 [a],[I],[o],[5],[aI],[au],[Ia],[13],[3a],[BI],[ia8],EuaI]

反『1努の鼻母音はEP母音とにべて数の うえでは,半母音が24回少なく,査母音も2個分なく,谷

針12個で,口章者の164Elより4値力ない。

反Fl孝の鼻母告の影茂は,母音が子伸末鼻子に同化 されてキ舌化 し,さらに未鼻子が施法する

ことによって形成 される。そして,弁母子のほとんどは,お の体孫に しか現れない。したがって,

鼻母音は反 '1をの口拷体系の長 も大 きな特歓 である。

友「1孝の弁母音については経体 森は下記のように宅述 されている。

反 Flおの半弁者は母者と同時に本音するため,フランス客の[字]式と同 じ

である't,南志の[口
']式

とは主い,後焼する拷の同化 を実けに くい。これは

ほとんど―■,―n,―13などの末子者の花おに働未する。反'1客の口努のなかで

は,一n,一n,―コが成法することにより,母音がえ会に■弁者になるだけではな
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く,者締初頭の子子 も同様 な彩響 を実ける。 したがって,口拷の「孜」[ka]の

k,「併」[pla]のP,「dt」[sua]のsも ,半弁化の傾白がある②。

羅体 系の吉 う半弁子とはすなわら算音化母子のことである。

このように,反門語の鼻母子は未算子の庇おによって定着 されているため,北京拷や日本拷 な

どにえられる母子の鼻吉化 とは違 うことがわかる。例 えば,日本者の「100万円」は[●jakumanen]」

のように,4子 のア[a],工[e]は前後の弁子に表 まれて井子化 して茶幸 した りすることもある。

しか し,反「1告ではこのような鼻母音は,孝 のヤではおおく見 られるが,夫口客の場合は,弁 子

の末子子が庇落せずに発子 され,そ して,拷 のキ母子 と対点 させて,使い分けをしていることが

わかる。

反「1おの口努 と夫口拷に見 られる口母子 と弁母音の対点 を以下に示 してお く。

口努   夫 口を   お 例 口 袴   夫 拷     北 志拷

[I]  [iam]   添  [t`11] [tr ianl]   [tF ianl](培 ル)

[ian]   天  [t`11] [tr iani]   [tr ianl](空 )

[i3]    幸   [だ 11] [ri8t]    [riコ J](幸 )

[a]      [anl]        立巳   [tal]    [tanl]         [tanl]   (tヨう)

[Ba]  [an]    阜   [tual] [tanl]     [tanl」  (単 なる)

[uan]    宮   [ktat] [ktanl]    [kuanl] (宮 )

[Ia]  [ian]   使   [kia6] [kian6]    [粋 ian4](使 ゃか)

[ i o ]    え  [ t l a 6 ]  [ t i コ6 ]     [ t i 。4 ]  ( 決める)

[ 1 8 ]  [ 1 9幻]   芸  [ k I B l ]  [ k i 9■1 ]    [降 i cげ] (生姜)

なお,反「1拷の鼻母音の告711を下記に示す。

落Fll[I]   天 氣   [t`1lS k`i5] (天 気)

[|]   嬰 作   [● lS a3]   (赤 ん坊)

[a]   二 紘   [sanlS cian2] (ニ ネ隼)

[5]  残 神   [mo 2S◆in2]  (気 がな っている)

[ui]   阪 習   [k&I酎 ●主5]  (慣 習)

[ I a ]     月併    町e ? 8 S  p l a 3 ]   (月併)

[ 8 a ]   紅 者  [ k u a n i S  k 3 a  5 ]  (純察)

[筑]  ☆ 好  En筑 6S h。3]  仰 曳扶をとる)

[a8]  電 麟   [tian6S na83] (ョ ンピュータ)

[18]  姑 規   [k91S,IB2]  (惨 主女)

[Ia3]  烏 韓   [,Iat3S kan 5]ィ(蔦歌)
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[8aI] 横行   [0磁 【2S ciコ2] (横 行する)

4.母音と未子幸([i],[u])([e],[a],[o8,Eo])([m],[n],[。],[p],[t],[k],[?])

反門告の母子と未子昔との関係は,ユ に未鼻子の比法による母音の鼻子化と末子者の声「1た

にその特徴が次れている。そして,f7をでは鼻者化母子と声'1化者が夕くれ泰され,夫口諄では

鼻子の末子子と閉敦子の末子守が多くれ泰される。しかし,羅体系に指摘されているように,「も

し義々はその一瑞で広て字子(夫口孝)がを音(口孝)よりを く,え いは苦子が字子よりをいと銃

定 してしようと,一々との問主いをたれない」④。夫口おの体糸は常に宮者に左をされるが,口孝

は日常生活と宕接な関係にある。努黛としては大ヨ袴の体糸は容主しているが,音声としては,

をはその方吉のらしさを係っている。勿静,現代反'1孝のE7拷と夫EP努音声体孫も互いに影響し

あったり,オ吉のらしさを係らながら,北京おの音声体系に次第に近付いていくであろう。

次に,及Pl拷の鼻母音が未弁子[■][n][o]の比法との関豊や未閉鎖者の主行日化 をえていくこ

とにする。

まず,未子者[■],[n],酌]の花落とそれによってえイ子する母子が鼻子化する間基であるが,こ

れもやは,一権の未子音の進行日化塊衆である。普通,母音と子音との日化は,Schachter1969に

よると,「キ母子の者と位は,隣接する母子の者と値に同化するのであって,その主ではない」と

主張 している。しかし,「隣接する井子の影響によって母子が鼻子たとするのはt4F常に自然であ

るが,その主は4レ常に不自然である」①と一え矛盾 した義のようにとられるが,しかし,反「弔客の

場合は,「媒人[h甲2S lc82](媒的人)」,「成能[ci tt h36](Fll場)」のように鼻者が子締主者になるこ

ともあるように,鼻吉は母者の景と値のない子子である。したがって,未井子は隣接する母音と

の同化は非常におきやすいのである。

反Fl拷の鼻母音の生成二程はまず,先行する母者が末鼻者の[n],[n],[コ]のと行同化により鼻

子化 し,それから未弁音[■],[n],[o]はさらに鼻者化 した母音とのえ全同化によって比法する。

末鼻子の庇法によって,弁母音がえ若するわけである。ただ,部分同化の場合は,鼻母音が定着し

ないのである。北志孝の弁孝化母音や日本拷の鼻者化母音も部分同化であるため,未鼻告の成お

はないわけである。

次は,西鎖子の未子子の主行日化については先行研先には次のような記述が示されている。

経抗では下記のように亀述されている①。

普通,奈善の際,[―m],[―p]と[Il],[k]はた萩的に安定 しており,次の吉者に同化

されないが,[―n],[―t]の場合は主う。例えば,

新 新 [sinvpu]   →    [si■   pu]

身 今 [smvbIも 8] →    [sII bI豹 ]
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者 せ [k`anvb的 ] →    [kF an b的 ]   (亡 霊を率く)

身 馬 [k`anvbe]  →    [k`an be]   (島 をひっばる)

力 駆 [smvk`u]  →    [s tt k`u]   (体 のサイズ)

失 ネ [sitvbi]   →    [sip  bia    (本 がなくなる)

残 汗 [施 Ctvk3a]  →    [hじ ak kua]   (分 汗)

このような塊泉は反「1おのヤではよくえられる。そしてさらに,預子子の同化

から頭子すの施法が続泰される。例えば,

ヤ 回 [tto, k31]  →

俗 義 [ka  gじ a]  →

二十口 [sa tsap si] →

我妥出去 [gじa be?tざむtk`i]→

イR安子    [xen3 xau3]

白色  [ m i a n 4  p aは1 ]

烏二  [ p i a n 3  t o u 4 ]

子安  [ p ` I母2  a n l ]

他佃  [trai nen]

我佃  Euo3 men]

タス  [tuol■ o]

→   [X302xau3]

―→      [miall14bau l]

―→      [pian3dou4]

…→      [pr i132.anl]

→   [tr at甲 ]

→    [t63印 ]

→    [tuol,]

(ヤロ)

(私に くれる)

(34)

(私は外へ出たい)

(非常に良い)

(パ ン)

(蕉えユ)

(終手)

(彼 ら)

(私たち)

(なんと)

(的筑)

[t IЭI1  91]

[ka     じ3]

[sa ctp si]

[gじc etざじt i]

(注:原夫の孝Fllを一部右喀 した)

これに対 して,登挑はさらに次のように有声の同化を指摘 した①。

未子者のp,t,kは夜谷拷のヤで後免する母子の影響で布声化する。

a)p→b(式いはβ):下 約や h36sapra3 → h96sab〈β)ta3 (`3 的ヽが降る)

b)t→ 1: 一個     tsit7e 2 _→  tsi17e2 (一個)

(竹)c)k→ 訳母義ヽヽはY)i t tt   tik 3a3   _→  tig 8(Y)a3

羅抗や音抗がおお された友「1拷のこのような同化塊永は北志努にもれ泰 される②。例 えば,

そして,同化 した後は友「1拷のように鼻者が音節主幸になる塊衆も見られる6例えば,

公母侑 [k9■1正u31ia3] → [kuolllia3]

このような同イも現象はもあろん日本努 にもれ泰 される。日本をのいわゆる「幸使」,「豊濁」,「釣

告」などがそうである。

放下は北志誇の容音を対恵 させ,反Plおの母音+未子キの口祥 と夫口拷の対尽 を示 しておく。

1)母音+m  先 行所えでは各体 系とも[im],[an],[ia■]の3個である。[im],[a■],[ia血]と もえ

口落であり,口客にはれ泰 されず,対尽する手/tはそれぞれ次のようである。
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2)母音+n  先 行研えでは各体 糸とも[in],[an],[un],[ian],[uan]の5値である。

孝例

[im] 林

[alll]    月2

[ian] 技

孝例

[in] 壺

[un] 心

[ian]所

[uan]   ,11

努Fl f

[19]    日R

[的] 泉

[Эo] 絆

[iaコ] 響

[ioo]  竜

口 告

[na2] ←

夫口拷

[いia12]

[6ian6]

[t`ian2]

北志拷

[ l i n 2 ]

[tan3]

[捧ian3]

北志拷

[lllian4]

[tr ian 2]

[ざ uana]

北 京拷

[ian3]

[to■
1]

[ p ` c l 1 4 ]

[●ia133]

[19.2]

[ta3]   ←_    EtalE3]

[k11]   ←―    [kian3]

EP考     え rP拷

[6in6]

[an]  口      [ざ an2]

[すian2]         [ian2]

[ざ31] ←      [ざuanl] [tざuanl]

3)母音+o  先 行研えでは,羅体 系,表体系は[i的],[a●],[9コ],[ia3],[i9■],[u如]の6イロであ

るが,た だ し,現代友Pl拷では[ua■]と[uan]は区Zllしないので,[uaコ]は[uan]と記述するのは一

般的である。例 えば,羅体系で挙げる孝fll「荘[kua■]」は現在では[kuan]と読む。したがって,ま

体 系,店 体 糸,月 体 糸の[iコ],[a■],[9o],[ia均],[i鋼]の54日が一般的である。たた,[ia■]と[i9コ]

は'告 には樋察 されず,大口拷の体糸に続客 されるのみである。

[tsun 2]       [suan 2]

町ian3]

口努     夫 口苦

[す主,3]        [gan3]

[tO131]   [t9げ ]

[p`9■5]      [p`gJ3 5]

[oIB,] ← [oiaコ3]

[卜iコ2]   ←_   [ぃi9132]

4)母子■p  先 行所えではみ体 糸とも[ip],[ap],[iap]の3個である。[ip]の場合は「Lえ」はロ

努では[sap 7]とすぃ,夫EPをでは[gip8]と言 う以外に'孝 ,大口孝 とも,同じ[ip]である。しか し,

大口拷に しかれ泰 されない[ap],[iap]に対尽するのは,声「1化が特徴の[a?]と[ia?]である。

拷例    口 拷 夫口孝     北 志拷

[ip] 及 [kip 8]        [kip8] [枠i2]

[ i a l ][ap]    石忍         [a?7] [ap7]

[iap]   球 [ i aド?8 ] [tiap 8]   [tie2]

5)母十■t 先 行所えではみ体系とも[it],[at],[ut],[iat],[uat]の5個である。ただ し,轟体

系では[iet],ま体 ふでは[iet]と表毛 しているのを塊在の[iat]とする。
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E6ua?8]  [6uat 8]

6 ) 母音+ k   先 行所先ではみ体糸とも[ i k ] , [ a k ] , [ 9 k ] , [ i a k ] , [ i Эk ] のユ個 である。ただ し,

[ 1 9 k ] を経体 系では[ iもk ] 、と表屯 しているが,現在では[ i 9 k ] とするのが一般的である。

努例

[it] 蟹

[at]  容

[ut] 伸

[iat]  房tl

[uat] ネ

を例

[ik] 竹

[ak] 末

[9k] 弘

[iak] 逗

[19k] エ

孝例

[i?] 鉄

[e?]   月

[波] 搭

[o?]  学

口 誇

[6it8]

[6at8]

[put8]

[pat8]

t F 客

[tik7]

[6ak8]

[p9k7]

夫口孝

[6it8]

[6it8]

[Out8]

[piat8]

[69k8]

[pak7]

北志孝

E E l i 4 ]

[ 田i 4 ]

[fo 2]

[pte2]

[ala t]

夫口拷 北志拷

[ti917]        [ts u2]

[lllu 4]

[po2]

[ p i l ]

7)母音+?   先 行所鬼では経体 孫,表体系とも記述なしであるが,ま体 ネは次の10佃である。

こi?] [e?] [a?] [o?] [u?] [ui?] [ue?] [ia?] [ua?] [lo?]

倉体 糸はその うえに3個■ル して1 3 4 日である。

[i?] [e?] [a?] [o?] [u?] [ui?] [te?] [ia?] [ua?] [io?]

[au?] [Iu?] [iau?]

月体 糸はさらに2個■か して1 5個である。

[1?] [e?] [a?] [o?] [u?] [uェ?] [uc?] [ia?] [ua?] [io?]

[au?] [iu?] [iau?]

[9?] [uai?]

ただ し,店 体 糸と月体系にとかの[i t ? ] , [ i a u ? ] , [ o ? ] , [ u a i ? ]の4イ回は対点する大口落がなく,

あてる濃字 もない範口袴である。本稿 では,使立のため,それぞれの志ネ をとって,[ i u ? ]は「症

督」の「疫」,[ i a u ? ]は「扶 (こ)じ門ける」の「共」,[ o ? ]は「嘔吐」の「嘔」,[ u a i ? ]は「終挫」の「挫」で

あてることにする。月体 糸の15個の口告 と夫口孝の対点 を下記に示す。

[gik8] [g19k8]        [y4]

口 拷 夫口努

[t`i?7]  [tF iat']

[piak7]       [pik7]

[ge?8]

[ta?7]

[mat8]

[tap 7]

北 志袴

[tr ie3]

[ye4]

[ta2]

[eye2][。?8]         [hak8]
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[uai?]挫 (総挫する) [tsuaI?7]

8)鼻母孝■?  先 行所えでは経体 糸,輩体 孫,麦体糸とも托述 なしであるが,倉体 糸は下記の8

1Elである。

[I?] [0?] [a?] [o?] [Ia?] [at?] [Ba?] [Ia3?]

月体 系はその うえさらに3個■ル して1 1個である。

[I?] [0?] [a?] [o?] [Ta?] [aこ?]       [Ia3?]

[BO?] [uaI?] [甲?] [お?]

ただし,月体孫では,唐体糸の[3a ? ]がなく,かわりに[ie ? ]がぁるが,音声的に鬼れば南方はキ

ヤにとい者であることがわかる。本稿では月体系の[tё?]の記述に従 う。

拷例

[I?] 物

[0?] 旅

[a?]  ロ

[う?] 藤

[&0?] 夫

[I殺]爺

[aB?] □ (口などがWむこと) [mau?7]

[Iaa?]El(ビクサめにと) [。 la3?7]

[3a【?]口 (ぃが聞(寺)   [taI?8]

酌? ]  口 忠(態勃銅)   [ h甲? 8 ]

[お? ]  ギ (感勃銅)   [ h均? 8 ]

[en]

[xen]

上記のように,[範?],[raこ?],[預I?]には該身の濃字がないため,丸子の「□」で代用する。

[u?]   れ

[ui?]   立

[ue?] 生

[ia?] を

[ua?] 熱

[lo?] 喀

[au?] 暴

[ i u ? ] 症( 筋内が雰る) [ k i u ? 7 ]

[iau?]決 (こじ開ける)[kiau?8]

[9?] 張 (拒rL) [θ?8]

口拷

[nlI?8]

[he?8]

[a?7]

[n3?8]

[1386?7]

[。la?7]

[t`u?7]

[Oui?7]

[ざue?8]

[pia?7]

[dua?88

[卜1。?8]

[pau?7]

[ t r 9 k 7 ]

[liat 7]

[卜ip3]

[pik7]

[ぃiat8]

[ぃiok8]

[p9k7]

[tF u01]

[●ye3]

[ l i 4 ]

[pi4]

[托Y4]

[lye4]

[pau4]

[捧 i。4 ]

[砕ye2]

[。u3]

[tざu。4]

北志搭

[ u 4 ]

[mai4]

[aul]

[m。
2]

[みi a 2 ]

[●ia4]

夫口落

[6ut8]

[6ik8]

[aul]

[6ok8]

[kiap 7]

[hik 7]

―-109-



現代匠門語の母音体系に関する一研究

反 Flをの母子の体 糸を付表1の「友 Fl客母音分布表」によとめることができる。そして,友Fl拷

の'お と欠口告の対人 を付表Iの「反「1を口拷・夫EP告体 糸表」にまとめることができる。そして

参考 までに反Pl努の声鋼を付表正の「友 Pl袴声報表」にまとめた。

5。おわりに

以上のように,塊代友'1誇の母音体系をえてきた。ヤロ孝の他の方吉とえ執 してみると,反門

告の母音体糸は口母者の体系と鼻母子の体糸が対太 し,そして,拷 の体系と夫口をの体糸が対

八 しているところは特懲である。しかしこれはあくまでも音声学的に反rl者の母青体糸を分析

したのにすざず,これからの採基は子韻お的に反'1拷の母音体系を記述 し,分析 しなければなら

ないが,他のな会で発を進めたいつもりである。

・
たと

・

①経常培1956,『反'1幸糸』,p10-14をご参照ください。なお,ヤ国務の述拷では,声母,韻母,声調

などがあるが,それぞれ声母は者神の初頭子子で,一般に頭子者と言うが,顎母は子締主音をは

じめ,介寺(わたり子)と韻え(奇締未子者)を谷む。声母がなくても,韻母はなければならない。声

鋼はアタセントのことであるが,反「1務の声調は付表Iをご参照ください。

②それぞれ経常を1956,『反rl子系』p41,麦家玲キ1960,『濃努方吉杭妥』p254,倉伯憲1981,『塊代濃

務″吉』p194,周長棒1995,『友「1方吉割共』p19の関係項目をご参照ください。

③口孝と夫口おの使い分けは兵方吉にも見られるが,反rヨ努ほど,袴 と大口拷は体糸をなして

使い分けしていない。た伯薫1981,pl15をご参照ください。

④経常を1956,pll。

⑤経常号1956,p12。

⑥音声夫字の力虎にある[1～8]の数字は友「1等の声親を表している。[2S]の場合は声親は第2声

の炎銅(sはsandhiの略)を示す。なお,反Fl努の声鋼は付表正をご参照ください。

①音同わ1957,p237をご参照ください。

③煮家られ960,p246をご参照ください。

③虐伯惑1981,p191をご参照ください。

①娘部口那1984,『寺声学』p58をご参照ください。

①経常を1956,pllをご参照ください。

②輩同わ1957,p238をご参照ください。

①月長棒1995,p5をご参照ください。

⑭羅ヤを1956,pllをご参照ください。
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⑮磨伯態1981,p192をご参照ください。

①経常を1956,pllをご参照ください。

②輩同わ1957,p238をご参照ください。

①たね慈1981,p192をご参照ください。

①経常培1956,pllをご参照ください。

①唐伯憲1981,p191をご参照ください。

④朱新史1995,『ヤ曰拷海口。夫ヨ方吉に見られる八荻幸について』p87のを例をご参照ください

②未新定1991,『反Fl努と日本努の子声のた技』p147をご参照ください。

④経常を1956,p12をご参照ください。

②月長梅1995,『反rl方吉割共』p5をご参照ください。

〇経常を1956,p16をご参照ください。

②せ同ttr1957,p238をご参照ください。

②経常を1956,p17をご参照ください。

①羅ヤ塔1956,p48をご参照ください。

①安井俺得,1971,『新吉拷学弁共』p34,assi■ilatiOnの項目をご参照ください。

①経常を1956,p16をご参照ください。

①輩同わ1957,p239をご参照ください。

②林衆著,1990,『拷音茶安隼箱』p45「北志告的主義子交」をご参照ください。
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現代匠門語の母音体系に関する一研究

[付表 I] 反 門誇母音分布表

注1:托テ①～①は該当する漠字がないことを示す。

とI:衆の上次は単独でも音節がなせるもののみ券げ,下 女は預子者の後にしか現れないも

のだけ,ユつ口母音と鼻母音が対点する姦子者のみを挙げた。
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籍  例 単 母  音 半 母  音 室 母  音

口 お 夫口筆 北京誇 口 お 夫口筆 北志筆 口 袴 夫口鋒 Jと京告

IE 6in6 6ian6 mian4 ざa.8 trian2 ↓
`ia.2

ia?8 。iat8

宰1理 k`ini k` i131 解t●1 じan3 ti。3 t3o3 pia?7 pik7

宗 すit13 gan3 ian3 tC■1 t981 tO,1 sail

1虫 ki131 kianl 搾ianl ざiコ2 t`i311a tざOo2 dai6

1部1悲 枠i3 3 浄i。33 ts Ot13 tsue?? 海iat7 捧i e 2 gua3

ヒ
脇
世

tik7 tiOk7 ぉu2 ごat3 ぃこk8 sua3

1帯 捧i ? 7 静iap7 棒iel pok7 pak7 tua S tai 3 tat4

陛 ↓
Fi?7

↓
`iat?

t ta↑7 tap? dua?8 卜iat8

1魅1双 xu。 4 la?? tr iap7 ず i e l kua?7 kat7

tai6 tai4 Oul pua?? puat7

酷 ゆdil feil
卜
Ｄ kau 5 tau4

pue6 pei4 hak 8 lye2 tsau6 ts9 6 tsou3

地 月加

」
ge?3 guat8 rau8 いiu2 liua

L
tざuel ざ o t tざul p`O135 p`dl1 5 p`cl1 5 pioS piau3 piau3

露膨 6ue3 ma1 3 nai3 sap 7 gip8 み11 ぃi。?8 ぃ1。18 lye4

搭  例 単 母  音 弁 母  音 登 母  音
為 口 鋒 夫口窪 北志お E P 語 夫口搭 Jと京揺 口 お 夫口鋒 北煮鋒

ち 添覚 ↓
`iamJ

↓
・
iani |・u l l tr el ↓

`11

屯陸 6ik8 mai4 ゆuel ゆual xual

葉 主 kuel 降iI 381?? ktap' 降ial due?8 ぃip 8

封 kiu6 浄iu4 I181 tio■1 tSa131 riu6

p`e2 p`12 pF i2 ぃim2 lin2 Oui?7 ciat7 lye3

pau9 pau3 kan3 kan3 piak7 pik7

科判 pe?8 pik8 pai3 t`11 t`iani t`ianl k`ui 5 kr i 5 ri4

6ak8 69k8 。Isを 卜ian2 そan3 k`ia2 k`18 ri2

t`u?7 t`Эk7 ↓
`uol

t`3a5 t`anS t`an4 stal

tsun' suan2 ドuan2 ktal 【uanl kuan】 tsuag 捧i3 ts i3

kBa11 kuani kuanl p p`。
5

p`。
4

klal kiコ1 枠ioこ pau?7 pЭk7 pau4

ど11 ri■1 ri,1

uan2 uan3

mI?8 6ut 8

mti2 mei8

mぅ?8 6ok8 m。 2

880?7 kiap7 捧i a 2 put7

崎 1 6una menを

色| nauを

愛知学院大学 教 養部紀要 第 44巻第1号

[付表I]             友 r,告口筆.夫口客対点え

法1:努例の細では,それぞれ「単Jは単母子の相,「登Jは童母音の細,「井」|よキ母音の細に誇例があること。「二」
は子締主者のことであり,登母子の下の細に誇例が示してある。

と]|「単母音」などとは,お例の告師土音が半母音であること。以下同。
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[付表I] 及「1お声鋼表

声摯

ぷ

子 上 去

磯 陽 陰 陽 陰 陽 岱 陽

全 清 次清 全 河 次 河 会 折 次 オ 全 翔 次 汚 公狩 次 カ 全 河 次 河 全 清 次済 全カ 次 河

来 近 同 た 敬 範 効 弁 株 拓 河 手 年 禿 独 花

及

　

，１

子 声 t`o, dO13 t`Э, `つo tOt3 t`OIl COロ t`Ok ご9k

鋼rd 1-44 1-44 2-24 2-24 1多22 各夕を2 5-21 7-32 7-32 8-4

夫

　

ヨ

音声 dOD ho■ d。9 ご9■ fOk

切 4 L 1-23 1-23 2-22 2-22 3-2と 3…21 4-33 ,脅44 劣努3 5-24 を多分β 6-44 8紀 8-2

・ホ

　

州

音声 t99 t`9t3 n913 |`OIl し O13

掘 松 1-45 1-45 2-33 2-33 3-41 3-4J 4多を1 夕勿 4-21 4-21 勤 物 笏 亥 & Z笏 2勿"

孫

　

州

音声 ↓98 t“ЭIl nOa3 tOIl t`Э3 loコ tOIl t`o13 t`o?

切 値 1-55 1-55 2-13 2-13 3-51 3-51 6-31 6-31 5-51 6-31 6-31 7-5 7-5 8-3

北

　

吉

奇声 t`0町 t`9■ t08 t`Ot3 t`o9 to町 t u

銅 笹 1-55 1-55 2-35 3-21 3-21 彰61 夕勿 4-51 4-51 物 矛 妨 1 1,55 1ガ5 Z45

注1:切値の相は,前の数字は胡類を示し,後のよ字は強化を示す。例えば,及r,ぉの場合,「泉」は第1声で,打位は44であ',

「独Jは第8声で,切値は4である。

とい報掛けの欄は声切がrp‐lじ打値の各に合併されたことを示す。例えば,及'1語の場合|よ,「陽上」の「全濁・次河Jは「陽去」

の「全汚・次海」に合併されたことを示す。

したがつて,それぞれの声切の報類は及rl務は7β,大B客 は8声,永月1努la 4声,撫州拷tよ8声,北=打 は4声である。

と口:ヤロ努の声報の報類は,「千,上,去,八Jに「め・陽Jと分類され,それぞれ「蔭千」,「陽千」のように8種類になる。これら

をそれぞれ第1声～第8声と言う。ただし,蜂川方含は第1声～第8声までそろっているが,及rl袴の場合は「け上」と「け

去」が合,'したため,第4声の「暢上Jが大春となる。先行研角では左rl携の声調を第1声～第7声として托述しているが,

ホ所克では「八声Jを正4に 示すために,第4声が欠本のユニ,第1声～第3戸のように示す。

とい「会清」とは崇声の緑気子(閉執を,荻綜子)を表すが,「次者Jとla崇声の有丸子(閉妖を,体様書,私擦子)を表す。「会河」

と,よ布声の四鎖子,摩林古,攻林子を表すが,「次潟Jとは有声の凋岳を,弁者を表す。ヤ回努の声調はこのような「オ・河」

とな接な関係にあったが,t代 の「全海Jの有声の問鎖子や溶棒者と炊擦子が終声化 したため,現代では,兵方吉のふ川

オすでは声調と「清・河」の関係がさらんと示されているtiか,瀬方吉の永州方をでも,「会海」の有声子が存在しても,

声打は上記の表のとおり,北京袴と同 じ4声になっている。

一方,友r,おの場合はいわゆる「勝封」の「次力」に八夜子が生採されるが,大 白方吉の場合は「会オ」と「全潟」に入な

すがれなされる。ただし,及ri挙の身合は,「馬[6o3](島)Jが「岱工J,「枚[6uit](なか)」わt「体千」,「長[すi3](長)Jが「除

上」,「女[du3](女)」が「傑上Jであるように,いわゆる「体組」にも「全清Jの八秩者がれ泰される。

注V:一枚に「蔭Jの「全力・次清」は同じ声報であり,「傷」の「全河。次汚」は同じ声報であるが,歴史的な交化のため,表の大

ヨ方吉の場合のように兵なる声報もれ察される。
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